
１-１．研究の背景と目的 
㑹እの大つᶍ団地でࡣ急㏿に高齢化が㐍⾜しており、

さまࡊま࡞生活ㄢ㢟が㉳きているࠋ地域の地⦕によるコ

ミュニティのネットワークがኻࢃれ、高齢者の孤立Ṛ・

孤⊂Ṛ、㈋ᅔ、人間関係のᕼⷧ化、住宅の⪁ᮙ化、生活

サービスの୙㊊࡝࡞ၥ㢟が表㠃化してきているࠋ㸯）㸰） 

そࡇでࡣ、ᐙ族が担࠺高齢者がᚲ要とするサポートࡣ、

高齢者の居住᮲件がከᵝ化し、高齢者のᮃࡴサポートを

඲て඘㊊さࡏるࡇとࡣ難しいࠋከくの高齢者がᏳᚰして

居住を継続するたࡵにࡣ、ᐙ族ᶵ⬟を⿵᏶する㏆㞄➼の

ネットワークがᚲ要と⪃えられるࠋ㸱）また、♫఍の௙⤌

みそのࡶのが、ᙅ者を᤼㝖し、㈋ᅔ・᱁ᕪをຓ長するࡶ

のにࡗ࡞ており、地域のຊがᚲ要とされているࠋ㸲） 
NPO 法人ちば地域再生リサーチ（Chiba Regional 

Revitalization Research、௨ୗ CR3）㸳）ࡣ、ᑓ㛛ᐙによ

る住まい・まち再生ㄪᰝととࡶに、地域住民のスタッフ

が主体と࡞る地域活動として住宅の修⌮・リフ࢛ー࣒の 
 
 
 

コーࢹィネート、宅㓄࡝࡞の生活支援のワンストップサ

ービス、高齢者の㈙≀サポート、居ሙᡤづくり、地域文

化を育ࡴᩍᐊ➼、地域のㄢ㢟ゎỴのたࡵのサポートをコ

ーࢹィネートしてきたࠋ高齢者から⌧ሙにᒆく、民間ࡶ

⾜政ྲྀࡶりᢅ࡞ࢃい⣽か࡞┦ㄯに対し、地域のᑓ㛛ᶵ関

との㐃ᦠࡸ CR3 のスタッフ⮬㌟によるサービスᥦ౪に

より、ゎỴをᅗࡗているࠋ௒後高齢者がᏳᚰして住み続

けられる環境づくりのたࡵに࠺ࡇ、ࡣしたᚑ᮶ࡣᐙ族が

担ࡗていた役割を⿵࠺、NPO を中ᚰ（ࣈࣁ）とする᪂

た࡞ネットワークがᚲ要とᵓ᝿したࠋ 
ᐙ族ࡸ㏆㞄の┦஫支援のいࡺࢃるఏ⤫ⓗ࡞ネットワー

クࡣ、」ᩘの支える人・支えられる人が⥙目（ネットワ

ーク）≧に࡞ࡘがるࠋ㸲）㸴）ᚲ要時にそのネットワークが

స動し、支えྜࠋ࠺本研究のネットワークࡣ、CR3 のコ

ており、⮬㌿㌴のࡗが࡞ࡘࡣとのみ市民、特に高齢者࢔

㌴㍈とスポークのᵝ࡞関係で、࣓ンࣂーの┦஫支援のネ

ットワークで࡞ࡣいࠋ 
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 本研究で11、ࡣ 年間（2004ࠥ2015）の CR3 での地域

活動の実践から、特に高齢者のニーࢬに対応する宅㓄サ

ービスとワンストップサービスの実態を明らかにし、高

齢者の視点から実⦼とࡗ࡞たネットワークとサービスの

ồࡵられるあり方にࡘいて⪃ᐹするࡇとを目ⓗとするࠋ 
１�㸰．᪤ 研究 

 ᪤ 研究にࡣ㸰✀㢮のタ࢖プがあるࡦࠋとࡣࡘ、高齢

者のᐙ族関係に着目し、そのᙧ態ࡸ居住関係と、ᚲ要と

されているネットワークとの関係性を⪃ᐹするࡶのであ

るࠋ藤஭ら㸱）ࡣ、㏆㞄とのネットワーク、㔠ら㸴）ࡣ、友

人・▱人および᪋設ࡸサービス࡝࡞のὴ生ⓗネットワー

ク、㫽㣫ら㸵）ࡣ親族、㏆㞄、友人、⪁人఍࡝࡞の▱人、

のサポートネットワークに࡝࡞のサービス࡝࡞ーࣃࣝ࣊

ᐙ族関係とẚ㍑をしてࡶれࡎいࠋているࡗいてྲྀりᢅࡘ

ഴྥを⪃ᐹするࡶのであるࡩࠋたࡣࡵࡘ、福♴ࡸ震災➼、

௚のᑓ㛛ศ野との関㐃に着目したࡶので、藤本ら㸶）ࡣ⮬

立高齢者のぢ守りに関するࡶの、神原ら㸷）ࡣ地域ໟᣓࢣ

のをࡶ震災᚟⯆に関するࡣ（の、中山ら㸯㸮ࡶるࢃに関࢔

ーࢣン࢔ࡸ⌮担い手の関係ᩚྛࡶれࡎいࠋているࡗᢅ

ト・࢔ࣄリンࢢにᇶづくࡶのであり、本報࿌ࡣ実㝿に発

生しているニーࢬのグ㘓によりᚲ要࡞ネットワークのあ

り方を᥈る᪂しい研究であるࠋ 
㸰-１．ᑐ㇟地域と NPO の㐠Ⴀ 
 研究対象地域ࡣ、CR3 の活動する大つᶍ࡞千葉ᾏ὾ニ

ュータ࢘ン（1965ࠥ）で、高齢化ၟࡸᗑ⾤の⾶㏥が㉳ࡇ

り、㑹እ団地の඾ᆺⓗ࡞≧態とࡗ࡞ているࠋ一ᩧに入居

した団ሢの世௦が 65 ṓを㏄えるととࡶにⱝい世௦の㌿

出ࡶみられ、高齢化と人口ῶᑡが㐍みࡘࡘある（ᅗ㸯）ࠋ

CR3 の生活サポート活動の中ᚰࡣ高Ὢ・高὾地区であるࠋ

対象地区の人口ࡣ⣙ 4.2 ୓人、高齢化⋡ࡣ⣙ 20.6㸣、公

共㈤㈚住宅（UR、市営、県営）、公団ศㆡ団地、民間ศ

ㆡ࣐ンションと、戸建て住宅が」ྜした地区である（ᅗ

㸰）ၟࠋ 業᪋設としてࡣ、㥐前に大ᆺのショッࣆンࢢセン

ターがある࡯か、高Ὢ第一ショッࣆンࢢセンター（௨ୗ

高Ὢ SC）➼の小つᶍ࡞ショッࣆンࢢセンターが点ᅾし

ているࠋ 
1965 年௨㝆に建設された公共㈤㈚住宅ࡣ、建᭰えのィ

が࡝ࢇと࡯公共㈤㈚住宅、公団ศㆡ団地のࠋい࡞ࡣ⏬ 5
㝵建てで࢚࣋ࣞーターが設置されてい࡞い࢛࢘ーク࢔ッ

プᆺの住Ჷ⩌とࡗ࡞ており、高齢者の日ᖖⓗ࡞እ出ࡸⲴ

≀の㐠ᦙ࡝࡞がၥ㢟とࡗ࡞ているࠋ 
CR3 の࣓ンࣂーのᵓ成ࡣ、すまい・まち再生ㄪᰝᑓ㛛

および事ົのᑓᚑスタッフ 5 ྡおよび地域活動住民スタ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ッフ 5 ྡ（2015 年 10 ᭶⌧ᅾ）であり、活動⤒㈝ࡣᑓᚑ

スタッフのㄪᰝが主࡞཰入で住民活動のᑡ࡞い཰入を⿵

඘するࠋ 
㸰-㸰．Ꮿ㓄ࢧーࣅスのしくࡳ 
 CR3 でࡣ、高齢者・子育て世௦㝈ᐃに、高Ὢ SC で㉎ 
入した௦῭ၟရを⮬宅࡬㓄達するサービスを⾜ࡗているࠋ

㓄達ࡣ CR3 にᡤᒓする地ඖ住民スタッフがおࠋ࠺࡞ࡇ

サービスの利用者㈇担ࡣ、ၟရの㔞によらࡎ 1 ᅇ 50 ෇

で、ၟရを㈍኎したᗑ⯒が 1 ⿄ 50 ෇を㈇担する௙⤌み
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であるࠋ高齢者が⮬㌟でၟရをぢて、ゐり、㑅び、㈙≀

したいとい࠺ニーࢬにἢࡗたࡶので、利用者が⮬ら㈙≀

に᮶るᚲ要があるたࡵ介ㆤண防に࡞ࡘࡶがࡗているࠋ宅

㓄ࡣᐃ期ⓗに利用されるサービスのたࡵ、利用が↓いሙ

ྜに␗ኚに気づくࡇとができるࡇとから、高齢者のᏳྰ

☜ㄆをවࡡているࠋ宅㓄サービスのᗈ報を⾜ࡗたのࡣ活

動㛤ጞ時期に㝈られており、その後ࡣ高Ὢ SC の CR3 事

ົᡤおよびスーࣃーᗑ㢌のᥖ♧のみでの᱌ෆとࡗ࡞てい

るࠋそのたࡵ、᪂つの利用者ࡣᗑ㢌ᥖ♧か口コミでの情

報に㝈られているࠋNPO 設立ᙜึより継続しているサ

ービスであるࠋ 
㸰-㸱．ワࣥストッࢧࣉーࣅスのしくࡳ 

CR3 でࡣ、生活・ᬽらしの┦ㄯおよび、小さ࡞修⌮か

ら住宅඲体のリフ࢛ー࣒までの住まいに関する┦ㄯにᖜ

ᗈく対応しているࠋ┦ㄯෆᐜによࡗて、CR3 にᡤᒓする

地ඖスタッフが対応するሙྜ、ᑓ㛛業者࡬⤂介を⾜࠺ሙ

ྜ、CR3 がඖㄳけとࡗ࡞て対応するሙྜがあり、┦ㄯに

応じたコーࢹィネートを⾜ࡗているࠋ㍍ᚤ࡞修⌮ࡸᙇ᭰、

ᤲ㝖ࡸ日ᖖ生活のサポート業ົࡣ、CR3 のスタッフが対

応するࠋよりෆᐜがᑓ㛛ⓗにࡗ࡞たሙྜࡣ、住宅、福♴、

⾜政࡝࡞ᑓ㛛業者・ᑓ㛛❆口࡬の⤂介をおࠋ࠺࡞ࡇリフ

CR3、ࡣてࡗのෆᐜによ࣒ー࢛ がᑓ㛛ᐙとして対応する

たࡵ、ඖㄳけと࡞るࠋNPO 設立ᙜึからᒎ㛤している

サービスであるࠋ 

㸱．研究の᪉ἲ 
 本研究で2004、ࡣ 年より CR3 で継続ⓗに実᪋してき

た宅㓄サービスおよびワンストップサービスの事例をᩚ

⌮し、ศᯒするࠋ 
㸱-１．Ꮿ㓄ࢧーࣅスの฼⏝㢖ᗘ 
 宅㓄サービスの利用㢖ᗘを居住地ูにᢕᥱするたࡵ、

利用者の居住地を地ᅗୖにプロットし、2004㹼2013 年

の利用ᅇᩘのྜィを෇の大きさで表した（ᅗ㸱）ࠋ宅㓄の

利用ࡣ高Ὢ SC から 500㹫௨ෆの居住者にከく、UR ㈤

㈚住宅団地およびศㆡ団地の㢖ᗘが高いࠋ特に、㥐から

の㊥㞳がẚ㍑ⓗ㞳れた住区にある UR ㈤㈚からの利用㢖

ᗘが高く、᭱ᐤりのၟ業᪋設である高Ὢ SC の利用㢖ᗘ

が高いたࡵと⪃えられるࠋまた、㊥㞳ࡣⱝᖸ㞳れるが、

市営住宅・県営住宅からࡶ一ᐃの利用がఛえるྠࠋじ㊥

㞳でࡶ、高Ὢ SC と㥐の間にあるࣂス通りより㥐ഃの居

住者の利用㢖ᗘࡣపく、ࡇれࡣ㥐㏆くのၟ業᪋設で㈙い

≀をしており、高Ὢ SC の利用㢖ᗘがపいたࡵとண᝿で

きるࠋ㐲㊥㞳からの利用者ࡶぢཷけられるが、利用㢖ᗘ

 ࠋい࡞していࡣపく、ᩘᅇの利用のみでᐃᖖ化ࡣ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㸱-㸰．Ꮿ㓄ࢧーࣅスのᖺḟኚ໬ 

2004㹼2013 年の宅㓄サービスの利用の⌧≧を表に♧

す（表㸯）ࠋ利用住Ჷᩘࡣ、利用者の居住地を住Ჷ༢位で

ᩚ⌮し、㞟ィした2004ࠋ 年からᚎࠎにᣑ大し、2007㹼

ᖺᗘ 

฼⏝ 

ఫᲷᩘ

䠄Ჷ䠅 

฼⏝

௳ᩘ

䠄ᅇ䠅

㻞㻜㻜4 ᖺᗘ 㻥 㻞㻣

㻞㻜㻜㻡 ᖺᗘ 4㻜 㻞㻡3

㻞㻜㻜㻢 ᖺᗘ 44 4㻣㻝

㻞㻜㻜㻣 ᖺᗘ 㻣㻜 㻡㻣㻣

㻞㻜㻜㻤 ᖺᗘ 㻣㻜 㻢㻣㻥

㻞㻜㻜㻥 ᖺᗘ 㻣㻜 㻡㻤㻢

㻞㻜㻝㻜 ᖺᗘ 㻢㻞 44㻡

㻞㻜㻝㻝 ᖺᗘ 㻡㻝 3㻡㻜

㻞㻜㻝㻞 ᖺᗘ 4㻣 4㻥㻥

㻞㻜㻝3 ᖺᗘ 43 3㻤3

 

ᅗ 3 ఫᲷู䝃䞊䝡䝇の฼⏝㢖ᗘ䠄Ꮿ㓄䝃䞊䝡䝇䠅 

⾲ 㻝 ฼⏝ᅇᩘの᥎⛣ 

䠄௳ᩘ䠅 

ᅗ 4 ฼⏝௳ᩘの᥎⛣ 

 

 

ᅗ 㻡 ฼⏝⪅と฼⏝㢖ᗘのኚ໬ 

䠄฼⏝ᅇᩘ䠋ᖺ䠅 
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2009 年に᭱大の 70 住Ჷと࡞り、ḟ第にῶᑡして 2013  
年で 43住Ჷとࡗ࡞ているࠋ宅㓄サービスの利用件ᩘࡣ、 
2004 年で 27 件であࡗたが、ቑ加を続けて 2008 年に᭱

大の 679 ᅇと࡞り、2013 年で 383 ᅇと、ቑῶし࡞がら

宅㓄サービスの利用にࠋかにῶᑡഴྥにある（ᅗ㸲）ࡸ⦅

利用者ࠋ利用と、༢発利用がある࡞高㢖ᗘでᐃ期ⓗ、ࡣ

の利用㢖ᗘの割ྜを年ᗘูにᩚ⌮した（ᅗ㸳）ࠋ年間 20
ᅇ௨ୖ利用する利用者の割ྜ2004、ࡣ 年ᗘで 0%、2007
年、2010 年で 5㸣であࡗたが、2013 年でࡣ 16㸣までቑ

えているࠋ༢発利用のあࡗた利用者の割ྜがῶり、より

㢖ᗘが高くᐃ期ⓗに利用する利用者の割ྜがቑえている

ഴྥがㄞみྲྀれるࠋ 
㸱-㸱．Ꮿ㓄ࢧーࣅスの฼⏝ᅪ域のᖺḟኚ໬ 
 宅㓄サービスの利用ᅪ域を地ᅗୖにプロットし、年ḟ

㥐からの㊥㞳が㞳れ、高ࠋとにኚ化をศᯒした（ᅗ㸴）ࡈ

Ὢ SC に㏆い住Ჷにおいて、利用がᣑ大しているᵝ子が

ఛえるࠋさらに、サービスᙜึࡣ利用の࡞かࡗた市営・

県営住宅および、㥐ഃの࢚リ࢔にᅪ域がᣑ大しているࠋ 

㸱-㸲．Ꮿ㓄ࢧーࣅスの฼⏝者ࣥ࢖タࣗࣅー 
利用者の‶㊊ᗘをㄪᰝするた࢖、ࡵンタビューㄪᰝを

実᪋したࠋ対象者ࡣ 13 ྡで、70 ௦が᭱ࡶከく、UR ㈤

㈚が⣙ 6 割、ศㆡが⣙ 3 割であるࠋ（ᅗ㸵）ࠋ 
ձ宅㓄サービスの‶㊊ᗘ、ղ高Ὢ SC および宅㓄サー

ビスの利用の⌮由、ճ௒後の継続ணᐃにࡘいて、࢖ンタ

ビューを⾜ࡗた（表㸰）ࠋձ‶㊊ᗘでࡣ、「スタッフたち

の人᯶がⰋいから」と、対㠃でྠじ地域のスタッフが対

応するⰋさがᣲࡆられたࠋまた、「きࡵ⣽かい対応ࡔか

ら」ࡶ、ಶูに対応を⪃える CR3 ⪄のⰋさとࡣらで࡞

えられるࠋまた、ղ高Ὢ SC 利用の⌮由でࡣ、「㏆くでṌ

いて⾜けるので౽利」と、高齢者のᚐṌᅪෆでの㈙い≀

のニーࢬがᣲࡆられているࠋ宅㓄サービス利用の⌮由で

ከく、そのࡶが᭱「い࡞のがᣢてࡶ体がᝏい、㔜い」、ࡣ

௚にࡶさまࡊま࡞ニーࢬに応じたサービスのⰋさがᣲࡆ

られたࠋ௒後の利用にࡘいてࡣ、඲ဨが「௒後ࡶ継続し

たい」とᅇ⟅しており、CR3 のサービスが利用者にとࡗ

てࡣ地域で生活するୖで୙ྍḞࡶ࡞のとࡗ࡞ているࡇと

がఛえるࠋ 
㸲．ワࣥストッࢧࣉーࣅスの฼⏝⠊ᅖと㢖ᗘࠊ௳ᩘ 
ワンストップサービスの利用⠊ᅖおよび利用㢖ᗘを居

住地ูにᢕᥱするたࡵ、利用者の居住地を地ᅗୖにプロ

ットし、2010㹼2013 年の利用ᅇᩘのྜィを෇の大きさ

で表した（ᅗ㸶）ࠋ利用⠊ᅖにࡘいて、᭱ ㏆いศㆡ住宅ࡶ

の居住者の利用がከいഴྥがあるが、宅㓄サービスとẚ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
また、利用㢖ᗘにࠋて、ẚ㍑ⓗᗈ⠊ᅖにᩓᅾしている࡭

 にᗈく࢔リ࢚高Ὢ・高὾、ࡎぼぢられ࡯ࡣいて地域ᕪࡘ
利用されているࠋまた、┦ㄯ件ᩘにࡘいて、2010㹼2013

 
䐟
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年ᗘのኚ化を♧す（ᅗ㸷）ࠋ平ᆒすると、年間 100 件ᙅ

の┦ㄯがᐤࡏられているࠋ 
㸲-１．Ꮿ㓄ࢧーࣅスとワࣥストッࢧࣉーࣅスの㛵㐃 
 宅㓄サービスとワンストップサービスのే用利用者の

┦ㄯෆᐜをまとࡵた（表㸱）ࠋ㸰ࡘのサービスをే用利用

している利用者ࡣ 15 ྡで、࠺ち 14 宅㓄サービスのࡣྡ

利用者が、ワンストップサービス࡬利用をᣑ大しているࠋ

඲ဨ高Ὢ地区のᅾ住であるࠋᘏ࡭件ᩘࡣ 26 件で、2 ᅇ௨

ୖ利用のあるリࣆーターࡣ 8 ྡであるࠋෆᐜとしてࡣ、

㍍ᚤ࡞リペ࢔（修⌮）が 17 件、および、生活支援がከ

くࡗ࡞ており、日ᖖⓗにᅔࡗたࡇとがあࡗたሙྜに、宅

㓄を通してサポートをしている CR3 られࡏㄯがᐤ┦࡬

ているࠋリペ࢔のศ野でࡣ、スタッフがᙇ᭰ࡸ㐀స࡝࡞、

工ኵをし࡞がら対応する࡯か、ᑓ㛛ᐙ࡬の⤂介を⾜ࡗて

いるࠋ生活支援でࡣ、ᤲ㝖ࡸ㟁⌫交᥮࡝࡞、日ᖖⓗ࡞ᅔ

りࡈと࡬スタッフが都ᗘ対応をしているࠋまた、リフ࢛

ー࣒に関する┦ㄯࡶ 2 件あるࠋ 
㸲-㸰．ワࣥストッࢧࣉーࣅスの┦ㄯෆᐜ 
 ワンストップサービスの┦ㄯෆᐜの࠺ち、生活支援の

事例ࣃターンをまとࡵた（表㸲）ࠋ㢮ఝ事例ྠࡣᵝのࣃタ

ーンとしてྲྀりᢅࡗているࠋ 
16 件中、14 件を CR3 のスタッフにより対応したࠋၥ

いྜࣝࡏࢃートとしてࡣ、宅㓄利用者からが 10 件、CR3
の㐠営する୙特ᐃከᩘの住民が⮬由にゼれるࡇとのでき

るコミュニティ活動の拠点利用者からが 2 件、地域ໟᣓ

支援センター（あࢇし࢔ࢣࢇセンター）からが 2 件、チ

ラシが 1 件、民間生活支援ࢨ࢖ࣂࢻ࢔ーからが 1 件であ

るࠋ大༙が CR3 のサービス利用者からとࡗ࡞ているࠋ 
対応として、CR3 で対応したࡶのが 14 件、親族が対

応したࡶのが 1 件、ᑓ㛛ᐙ࡬⤂介したࡶのが 1 件であるࠋ 
ෆᐜとしてࡣ、㟁⌫の交᥮ᤲࡸ㝖࡝࡞、日ᖖ生活のᅔ

りࡈとのゎỴで特ูにᑓ㛛スࣝ࢟のいら࡞い「స業⿵ຓ

௦⾜」が 11 件、第୕者との交΅ࡸ୙Ᏻ࡝࡞のゎỴのた

の「ᚰ⌮ⓗ⿵ຓ」がࡵ 4 件、ᑓ㛛ᐙのᚲ要࡞「ᑓ㛛ⓗ⿵

ຓ」が 1 件であࡗたࠋ 
౫㢗の⌮由として、స業⿵ຓ௦⾜ࡣ、ձ㌟体が୙⮬由

に࡞り㈇担と࡞る（でき࡞い）、ղ親族に㢗みにくい（㢗

がࢁࡇ由によると⌮࠺い、とい࡞ࡵい）、ճ民間に㢗࡞ࡵ

大きかࡗたࠋまた、ᚰ⌮ⓗ⿵ຓࡣ、մ交΅が୙Ᏻ（でき

 ࡬との୙Ᏻࡇい）、յุ᩿の手ຓけ、ն一人で⾜動する࡞
の対ฎのたࡵに、ᐤࡏられた┦ㄯであるࠋ特に、ᚰ⌮ⓗ

⿵ຓに関してࡣ、す࡭て CR3 の利用者からの┦ㄯであ

るࠋմ、յにࡘいてࡣ、ᑓ㛛ᐙとしての立ሙで࡞ࡣく、 

 

ྡ

๓
ᙧᘧ ཷ௜᪥ 䜹テ䝂䝸 相ㄯෆᐜ 

㼕㼗 ศㆡ
㻞㻜㻝3 ᖺ 4 ᭶ 䝸䝨䜰 䝖䜲䝺䛻䜰䝹ミ䝬ッ䝖のタ⨨ 

㻞㻜㻝3 ᖺ 㻣 ᭶ 䝸䝨䜰 ㏻㊰ഃ❆䛻⥙ᡞ䜢〇స・タ⨨ 

㼕㼦 ㈤㈚ 㻞㻜㻝3 ᖺ 㻡 ᭶ 䝸䝨䜰 ❆䜅䛝䚸䜻ッ䝏ンᲴಟ⌮䚸⥙ᡞಟ⌮ 

㼗㼍 ㈤㈚

㻞㻜㻝㻞 ᖺ 3 ᭶ 䝸䝨䜰 䝖䜲䝺のỈ₃䜜ಟ⌮ 

㻞㻜㻝㻞 ᖺ 㻡 ᭶ ⏕活ᨭ᥼ 㟁⌫஺᥮ 

㻞㻜㻝3 ᖺ 㻢 ᭶ 䝸䝨䜰 䜻ッ䝏ンと࿴ᐊの〼ᙇ᭰ 

㼡㼗 ㈤㈚

㻞㻜㻝㻝 ᖺ 㻢 ᭶ 䝸䝨䜰 す䛰䜜ྲྀ௜䚸䝧䝷ン䝎のᩚ⌮ 

㻞㻜㻝㻞 ᖺ 㻞 ᭶ 䝸䝨䜰 㬀㝖䛡䝛ッ䝖のタ⨨ 

㻞㻜㻝㻞 ᖺ 㻢 ᭶ 䝸䝨䜰 㬀㝖䛡䝛ッ䝖のಟ⌮ 
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㻞㻜㻝㻝 ᖺ 㻝㻞 ᭶ 䝸䝨䜰 䝧䝷ン䝎䚸䜻ッ䝏ン䚸ᗯୗ ᡞ㌴のಟ⌮ 

㻞㻜㻝㻞 ᖺ 㻝㻝 ᭶
䝸䝣䜷䞊䝮䚸

⏕活ᨭ᥼ 

䝖䜲䝺のᡭすりのタ⨨䚸 

䜻ッ䝏ンのΎᤲ 

㼠㼍 ศㆡ 㻞㻜㻝4 ᖺ 㻢 ᭶ ⏕活ᨭ᥼ Ὑ㠃ᡤの❆の㗵䜃とり 

㼠㼛 ㈤㈚
㻞㻜㻝㻞 ᖺ 㻡 ᭶ ⏕活ᨭ᥼ 㣗ჾᲴ䜈䜺䝷䝇㣕ᩓ㜵Ṇの䝣ィ䝹䝮ᙇり 

㻞㻜㻝3 ᖺ 㻤 ᭶ ⏕活ᨭ᥼ 㢼࿅ኳ஭の䜹䝡ྲྀり 

㼙㼍 ศㆡ 㻞㻜㻝㻡 ᖺ 㻝 ᭶ 䝸䝨䜰 䝖䜲䝺ቨの䜽䝻䝇ᙇ᭰䛘 

㼙㼡 ศㆡ
㻞㻜㻝3 ᖺ 4 ᭶

䝸䝨䜰䚸 

⏕活ᨭ᥼ 

䝸䝡ン䜾䛻⤧Ẩのᩜ䛝ワ䜑䚸 

䝖䜲䝺❆のᤲ㝖 

㻞㻜㻝4 ᖺ 3 ᭶ 䝸䝨䜰 4 ␚༙࿴ᐊቨ⣬ᙇ᭰䛘 

㼥㼍 ㈤㈚ 㻞㻜㻝㻝 ᖺ 㻥 ᭶ 䝸䝨䜰 ᳔Ꮚのᙇ᭰䛘 

㼥㼛 ⑓㝔 㻞㻜㻝㻝 ᖺ 㻝㻜 ᭶ 䝸䝨䜰 㞀Ꮚᙇ᭰䛘 

㼣㼍 ศㆡ 㻞㻜㻝3 ᖺ 㻢 ᭶ 䝸䝨䜰 ㏻㊰ഃ❆䛻⥙ᡞ䜢〇స・タ⨨ 

 

ᅗ 㻤 ఫᲷู䝃䞊䝡䝇の฼⏝㢖ᗘ䠄䝽ン䝇䝖ッ䝥䝃䞊䝡䝇䠅 

⾲ 3 Ꮿ㓄・䝽ン䝇䝖ッ䝥䝃䞊䝡䝇のే⏝฼⏝⪅の相ㄯෆᐜ 

ᅗ 㻥 䝽ン䝇䝖ッ䝥䝃䞊䝡䝇の相ㄯ௳ᩘの᥎⛣ 

䠄௳ᩘ䠅 
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ᐈほⓗ࡞視点をᣢࡗた第୕者として、ㄝ明を⪺いてࢃか

りࡸすくఏえる࡝࡞、本人のุ᩿を手ຓけする役割を担

のྠᖍ࡬་ᖌのㄝ明ࡸの付ῧい࡬ᰝ᳨、ࡣնࠋているࡗ

とでᚰ⌮ⓗ୙Ᏻの㍍ࡇಙ㢗できる人が一⥴にいる、࡝࡞

ῶに࡞ࡘがるຠ果が⪃えられるࠋಙ㢗関係が成立してい

とから、CR3ࡇいෆᐜである࡞いと┦ㄯでき࡞ が一部の

利用者からࡣ㢗られるネットワークの役割とࡗ࡞ている

 ࠋかるࢃとがࡇ
㸳．ࡲとࡵ 
㸯）高齢者にᚲ要࡞サービスෆᐜにࡘいて 

 ௨ୗձ㹼ճのニーࢬがあるࡇとがࢃかࡗたࠋ 

ձ㈙い≀・ᤲ㝖࡝࡞日ᖖ生活のస業の⿵ຓ 

㸸ᐃᆺⓗ࡞サービスにより、日ᖖ生活を支えるࠋ 

ղ日ᖖ生活のᅔりࡈとの┦ㄯ対応 

㸸స業⿵ຓࡸᚰ⌮ⓗ⿵ຓがᚲ要࡞ᅔりࡈとの┦ㄯに対し

て、ᰂ㌾に対応するࠋ 

ճ第୕者との交΅ࡸ⥭急時࡝࡞ᚰ⌮ⓗ࡞୙Ᏻの㍍ῶ 

㸸ಙ㢗関係のඖに、ᚰ⌮ⓗ࡞支えと࡞る役割を担ࠋ࠺ 

高齢者世ᖏにとࡗて、࠺ࡇした生活ୖのニーࢬがあり、

地域ෆにಙ㢗でき、స業ⓗにࡶᚰ⌮ⓗにࡶ㢗るࡇとので

きるネットワークがᚲ要とされているࡇとがࢃかるࠋま

た、宅㓄サービスの利用者とಙ㢗関係を築いていくࡇと

で、日ᖖ生活のస業の⿵ຓࡸ、⥭急時➼のᚰ⌮ⓗ࡞㈇担

の⿵ຓのたࡵに役割を担える存ᅾ࡬ኚࡗࢃていくྍ⬟性

が♧၀されたࠋ 

㸰）ネットワークにࡘいて 

NPO のよࣈࣁ࡞࠺と࡞るネットワークがస業ⓗ・ᚰ

⌮ⓗに高齢者の生活を支えている実態が明らかにࡗ࡞たࠋ

NPO とい࠺存ᅾによりそࡇでാく地ඖスタッフが支援

のᚲ要࡞高齢者とのネットワークを築いているࠋたࡔし、

ఏ⤫ⓗネットワークがኚ化し NPO のネットワークに࡞ 

 

ࡣきか、あるい࡭ていくࡗ NPO のネットワークがఏ⤫

ⓗネットワークのよ࠺にࡗ࡞ていく࡭きかྰかࡣ௒後の

テー࣐であるࠋ 

㸱）残されたㄢ㢟にࡘいて 

高齢者を支えるサービスの維ᣢ・継続・発ᒎのたࡵに

コミュニࠋとがᚲ要であるࡇ㐠営の௙⤌みをᩚえる、ࡣ

ティ・ビジネスとして㐠営の཰支㠃の⤒㦂から、ཷ┈者

からの㈇担ࡔけで࡞ࡣく、ู㏵の支援、例えば⾜政から

の支援体ไ࡝࡞、௒後᳨ࡣウがᚲ要であるࠋ 

 

㻺㼛 ᱌௳ ⤖ᯝ ニ䞊䝈 䝹䞊䝖 ౫㢗の⌮⏤ 

㻝 㟁⌫の஺᥮ ᑐᛂ సᴗ⿵ຓ௦⾜ 䛒䜣䛧䜣䜿䜰セン䝍䞊 ⮬ศ䛷䛿㈇ᢸ䛻䛺䜛䚸Ẽ㍍䛻㢗䜏䛯い 

㻞 䜿䞊䝤䝹の㓄⥺䚸テ䝺䝡ྎのᅛᐃ ᑐᛂ సᴗ⿵ຓ௦⾜ Ꮿ㓄฼⏝⪅ ⮬ศ䛷䛿㈇ᢸ䛻䛺䜛䚸Ẽ㍍䛻㢗䜏䛯い 

3 䜲䝇の⤌❧ ᑐᛂ సᴗ⿵ຓ௦⾜ Ꮿ㓄฼⏝⪅ 㢗䜣䛰䜲䝇䛜⮬ศ䛷䛿⤌❧䛷䛝䛺䛛䛳䛯 

4 地㟈ᑐ⟇䠄㌿ಽ㜵Ṇタ⨨䠅 ᑐᛂ సᴗ⿵ຓ௦⾜ Ꮿ㓄฼⏝⪅ ⮬ศ䛷䛿㈇ᢸ䛻䛺䜛䚸Ẽ㍍䛻㢗䜏䛯い 

㻡 
ᤲ㝖䠄ᢲධ䜜䚸⾰᭰䛘䚸䝧䝷ン䝎䚸෭ⶶ

ᗜ䚸䝍ン䝇䚸䜻ッ䝏ン䚸䜶䜰コン䚸᥮Ẽᡪ䠅 
ᑐᛂ సᴗ⿵ຓ௦⾜ 䝏䝷シ 

ぶ᪘䛻䛿㢗䜏䛻くい䚸㌟య䛜ᝏく䛺り䚸ᤲ㝖䛜㈇ᢸ䚸䜹䝡ྲྀり䛺䛹㈇ᢸ䛜ከい⟠ᡤの

౫㢗 

㻢 ᕸᅋ䜢ᐙ᪘の䜒と䜈ᒆ䛡䛶䜋䛧い ᑐᛂ సᴗ⿵ຓ௦⾜ Ꮿ㓄฼⏝⪅ ᫬間䜢ᣦᐃ䛧䛶Ẽ㍍䛻㢗䜏䛯い 

㻣 ᕸᅋのྲྀり㎸䜏䚸ᤲ䛝ᤲ㝖 ᑐᛂ సᴗ⿵ຓ௦⾜ Ꮿ㓄฼⏝⪅ 䝦䝹䝟䞊の㒔ྜ䛜ྜ䜟䛺い䠄ᛴ䛺౫㢗䚸ᕸᅋ䜢䛹䛖䛧䛶䜒༗๓୰䛻ྲྀり㎸䜏䛯い䠅 

㻤 䝸䝃䜲䜽䝹ショッ䝥䛷の㈙い≀ ぶ᪘ సᴗ⿵ຓ௦⾜ 䛒䜣䛧䜣䜿䜰セン䝍䞊 ⏕活ᚲ㟂ရ䜢Ᏻ౯䛺౯᱁䛷ධᡭ䛧䛯い䚸⮬ศ䛿㌟య䛜୙⮬⏤䛷䛷䛝䛺い 

㻥 䛚቎のㄪᰝ ᑐᛂ సᴗ⿵ຓ௦⾜ Ꮿ㓄฼⏝⪅ ᝟ሗ཰㞟䜢ᡭఏ䛳䛶䜋䛧い 

㻝㻜 ᭩㢮の௦➹ ᑐᛂ సᴗ⿵ຓ௦⾜ Ꮿ㓄฼⏝⪅ Ꮠ䜢ᯟの୰䛻グ㍕す䜛の䛜ᅔ㞴 

㻝㻝 ༳㚷ド᫂のཷྲྀ ᑐᛂ సᴗ⿵ຓ௦⾜ ⏕活ᨭ᥼䜰䝗䝞䜲䝄䞊 ᙺᡤま䛷⾜くの䛜㞴䛧い䚸Ẹ間䛷䛿ᑐᛂ䛷䛝䛺い 

㻝㻞 䜿䞊䝤䝹テ䝺䝡のゎ⣙ ᑐᛂ ᚰ⌮ⓗ⿵ຓ Ꮿ㓄฼⏝⪅ ΰ㞧䛧䛶い䛶䛴䛺䛜䜛ま䛷ᚅ䛶䛺い䚸ゎ⣙のヰ䛜㏻䛨䛺い 

㻝3 ⑓㝔の௜䛝ῧい ᑐᛂ ᚰ⌮ⓗ⿵ຓ Ꮿ㓄฼⏝⪅ ᳨ᰝ䛜୙Ᏻ䚸╔᭰䛘䛺䛹䜒ᡭఏい䛜ᚲせ 

㻝4 ⑓㝔の௜䛝ῧい䠄ṑ་⪅䠅 ᑐᛂ ᚰ⌮ⓗ⿵ຓ Ꮿ㓄฼⏝⪅ ᩱ㔠の㐣኱ㄳồ䛜䛒り䛭䛖䛷ᚰ㓄䛺の䛷䚸ྠᖍ䛧䛶䜋䛧い 

㻝㻡 ᪋タのぢᏛ ᑐᛂ ᚰ⌮ⓗ⿵ຓ コミュニティᣐⅬ฼⏝⪅ 䜂とり䛰と㤿㮵䛻䛥䜜䜛䚸䠎ே䛺䜙᩿䜛⌮⏤䜒䛷䛝䚸ᐈほᛶ䜒ᢸಖ䛷䛝䛶Ᏻᚰ 

㻝㻢 相⥆の相ㄯ ⤂௓ ᑓ㛛ⓗ⿵ຓ コミュニティᣐⅬ฼⏝⪅ ಙ㢗䛷䛝䜛ே䛻相ㄯ䛧䛯い 
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